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次
世
界
大
戦
が
収
束
し
た
５
年

後
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
２
歳
違

い
で
二
人
の
姉
が
い
て
、
末
っ

子
、
長
男
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

父
親
は
ま
さ
に
舐
め
ま
わ
す
か

の
よ
う
に
可
愛
が
っ
て
く
れ
て

い
た
よ
う
だ
。
出
生
地
は
若
松

市
（
現
・
北
九
州
市
若
松
区
）

で
あ
っ
た
が
、
父
親
の
仕
事
関

係
で
若
松
か
ら
佐
賀
県
、
熊
本

県
（
坪
井
町
）
、
同
じ
熊
本
県

の
大
江
町
、
宇
都
宮
市
、
横
浜

市
戸
塚
区
と
各
地
を
転
々
と
し

た
。
小
学
校
で
も
４
回
ほ
ど
転

校
を
し
た
。

　

そ
の
頃
の
思
い
出
で
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
坪
井

川
の
氾
濫
だ
ろ
う
。
熊
本
市
中

央
に
は
白
川
と
い
う
河
川
が
流

れ
て
い
る
。
そ
の
支
流
の
一
つ

に
坪
井
川
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

暴
れ
川
で
氾
濫
を
繰
り
返
し
て

い
た
。
小
学
校
１
年
の
時
、
梅

雨
末
期
の
大
雨
で
坪
井
川
が
氾

濫
、
床
上
ま
で
浸
水
し
、
近
く

の
公
民
館
に
父
に
お
ぶ
さ
り
避

難
し
た
こ
と
が
あ
る
。
水
の
力

は
強
大
で
、
箪
笥
と
か
畳
な
ん

か
は
あ
っ
と
い
う
間
に
流
さ
れ

て
し
ま
う
。
こ
の
氾
濫
も
あ
り
、

熊
本
市
で
も
水
害
の
少
な
い
大

江
町
へ
移
転
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

大
江
町
に
移
転
し
た
直
後
の

昭
和
３４
年
頃
に
、
近
所
で
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
テ
レ
ビ
を
購

入
し
た
。
近
所
の
人
々
が
毎
晩

の
よ
う
に
、
自
宅
に
来
て
は
皆

で
テ
レ
ビ
を
楽
し
ん
だ
。
今
で

は
考
え
ら
れ
な
い
風
景
で
あ
っ

た
な
と
思
う
。
映
画
「
Ａ
Ｌ
Ｗ

Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁
目
の
夕
日
」
の
世

界
だ
。
巨
人
、
大
鵬
、
卵
焼
き

の
言
葉
通
り
、
そ
の
頃
か
ら
野

球
に
熱
中
。
日
が
暮
れ
る
ま
で

野
球
ば
か
り
を
や
っ
て
い
た
。

戸
塚
に
定
住
を
決
意

　

宇
都
宮
に
引
っ
越
し
て
か
ら

は
、
父
親
も
こ
れ
以
上
転
勤
を

繰
り
返
す
と
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

も
あ
る
と
、
昭
和
３６
年
に
戸
塚

区
（
現
・
泉
区
）
に
土
地
、
家

を
購
入
し
た
。
そ
の
当
時
、
家

の
周
り
に
は
田
ん
ぼ
し
か
な

く
、
富
士
山
を
よ
く
見
る
こ
と

が
で
き
た
。
小
学
校
も
周
辺
に

な
く
、バ
ス
停
ま
で
徒
歩
１５
分
、

バ
ス
で
戸
塚
駅
ま
で
３０
分
、
駅

か
ら
戸
塚
小
学
校
ま
で
歩
い
て

１０
分
と
、
通
学
に
１
時
間
か
か

っ
た
。
そ
の
通
学
路
も
踊
場
ま

で
は
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、
夏

の
通
学
は
大
変
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
戸
塚
中
学
校
、
希

望
ヶ
丘
高
校
、
北
里
大
学
医
学

部
と
進
ん
で
い
く
。
協
会
副
理

事
長
の
桑
島
先
生
は
希
望
ヶ
丘

高
校
の
先
輩
に
あ
た
る
。
中
学

校
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
高

校
時
代
は
柔
道
部
、
大
学
で
は

ヨ
ッ
ト
部
と
い
ず
れ
も
体
育
会

系
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

　

実
は
希
望
ヶ
丘
高
校
と
北
里

大
学
医
学
部
の
間
に
、
１
カ
月

間
で
は
あ
る
が
東
京
理
科
大
学

理
学
部
応
用
物
理
学
科
に
入
学

し
て
い
た
。
金
銭
的
な
理
由
か

ら
一
浪
以
上
は
さ
せ
な
い
、
と

い
う
親
の
意
向
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
昭
和
４５
年
に
東
京
理
科
大

学
入
学
後
、
一
カ
月
過
ぎ
た
時

点
で
川
崎
医
科
大
学
（
岡
山

県
）、
杏
林
大
学
、
北
里
大
学

と
三
校
の
新
設
医
科
大
学
が
学

生
募
集
を
行
う
、
と
い
う
情
報

が
入
っ
て
き
た
。
も
の
は
試
し
、

と
思
い
、
杏
林
大
学
、
北
里
大

学
の
両
校
を
受
験
し
た
と
こ
ろ

両
方
と
も
合
格
し
て
し
ま
っ

た
。
実
家
か
ら
通
い
や
す
い
と

い
う
理
由
で
北
里
大
学
入
学
と

な
っ
た
。
従
っ
て
、
我
々
一
期

生
は
昭
和
４５
年
６
月
入
学
と
な

っ
た
。

先
輩
が
い
な
い
！

 

一
期
生
は
四
苦
八
苦

　

そ
の
当
時
の
教
授
陣
は
若

く
、
医
学
教
育
の
熱
意
に
満
ち

溢
れ
て
い
た
。
我
々
も
教
授
陣

の
期
待
に
応
え
た
い
と
の
思
い

が
強
く
あ
っ
た
。
中
学
生
、
高

校
生
の
時
は
あ
ま
り
猛
烈
に
勉

強
し
た
記
憶
が
な
い
が
、
大
学

入
学
後
は
よ
く
勉
強
し
た
。
医

学
書
は
原
著
で
買
う
と
異
常
に

高
い
。
我
々
は
〝
ア
ジ
ア
版
〟

と
い
う
安
く
て
い
い
の
だ
が
、

う
す
っ
ぺ
ら
い
教
科
書
を
そ
れ

ぞ
れ
購
入
、
輪
読
会
を
よ
く
や

っ
て
い
た
。
例
え
ばN

elson

の

「T
extbook of P

ediatrics

」

と

かC
hristpher

の
「T

extbo

ok of Surgery

」
等
で
あ
る
。

今
で
も
大
切
に
保
存
し
て
あ
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
一
期
生
と

い
う
の
は
き
つ
か
っ
た
。
自
分

が
ど
の
レ
ベ
ル
に
い
れ
ば
医
師

国
家
試
験
に
合
格
す
る
か
と
い

う
「
前
例
」
が
な
か
っ
た
の
だ

か
ら
…
。
ア
メ
リ
カ
で
の
レ
ジ

デ
ン
ト
の
た
め
の
Ｅ
Ｃ
Ｆ
Ｍ
Ｇ

（
外
国
医
学
部
卒
業
生
用
米
国

臨
床
医
師
許
可
証
）
も
ク
ラ
ス

の
大
半
が
受
験
し
た
。
多
く
は

「M
edical Portion

」
は
合
格
、

「E
nglish Portion

」
は
不
合

格
で
あ
っ
た
が
、
機
会
さ
え
あ

れ
ば
他
流
試
合
を
行
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
環
境
下
で
学
生
時
代

を
過
ご
し
た
た
め
、
一
期
生
同

志
の
繋
が
り
、
絆
は
深
い
。

　

よ
く
学
ん
だ
し
、
よ
く
遊
ん

わ
が
人
生
を
振
り
返
る

わ
が
人
生
を
振
り
返
る

座
間
市　

入
澤　

彰
仁

だ
。
中
で
も
ヨ
ッ
ト
部
の
活
動

で
は
、
夏
休
み
は
家
に
い
た
の

が
一
週
間
位
で
、
あ
と
は
ほ
と

ん
ど
合
宿
生
活
だ
っ
た
。
下
級

生
が
持
ち
回
り
で
食
事
当
番
を

行
い
、
上
級
生
は
ヨ
ッ
ト
に
乗

っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
。
夏
休

み
の
終
わ
り
ご
ろ
に
な
る
と
、

顔
も
体
も
真
っ
黒
、
白
い
の
は

歯
だ
け
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

従
来
よ
り
物
理
学
が
好
き

で
、
心
臓
血
管
外
科
医
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
。
当
時
は

東
京
女
子
医
科
大
学
日
本
心
臓

血
圧
研
究
所
が
心
臓
外
科
の
中

で
も
症
例
数
が
飛
び
ぬ
け
て
多

く
、
こ
の
教
室
に
行
き
た
い
と

考
え
、
面
接
に
行
っ
た
。
そ
の

当
時
の
医
局
長
は
Ｅ
講
師
で
出

身
大
学
を
聞
い
て
き
た
際
に

「
あ
あ
、
北
里
大
学
ね
～
。
う

ち
の
関
連
病
院
だ
ね
」
と
言
っ

て
き
て
、
私
は
立
腹
、
瞬
間
的

に
席
を
立
っ
て
外
へ
出
て
行
っ

て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
母
校
の

教
室
に
残
る
こ
と
と
し
た
。

　

昭
和
２５
年
６

月
１０
日
に
生
を

受
け
た
。
第
二

お誕生日会での入澤少年（中央）

中
学
時
代 転

勤
の
日
々
再
び

　

入
局
し
て
か
ら
は
朝
６
時
に

病
棟
集
合
、
回
診
、
術
後
の
包

帯
交
換
、
検
査
の
た
め
の
採
血
、

処
置
等
に
追
わ
れ
た
。
手
術
日

で
あ
れ
ば
そ
の
後
、
手
術
、
Ｉ

Ｃ
Ｕ
管
理
、
当
直
。
次
の
日
は

朝
か
ら
会
議
、
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
、そ
の
次
の
日
は
外
来
、

そ
の
次
は
ま
た
手
術
、
当
直
を

繰
り
返
し
た
。
ひ
ど
い
と
き
は

１
カ
月
間
家
に
帰
れ
ず
、
妻
に

下
着
の
着
替
え
を
病
院
ま
で
持

っ
て
き
て
も
ら
う
と
い
う
生
活

を
し
て
い
た
。
患
者
さ
ん
か
ら

は
「
先
生
、
い
つ
家
に
帰
っ
て

い
る
の
で
す
か
？
」
と
よ
く
聞

か
れ
た
。

　

医
者
に
な
れ
ば
転
勤
な
ど
な

い
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

麻
酔
科
の
研
修
の
た
め
山
梨

へ
、
次
に
聖
隷
浜
松
病
院
心
臓

血
管
外
科
、
北
里
大
学
に
戻
り
、

そ
の
後
は
沖
縄
病
院
出
向
、
昭

和
６１
年
に
北
里
大
学
病
院
救
急

救
命
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
際
に

指
導
医
と
し
て
逆
戻
り
。
今
度

は
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

立
大
学
へ
留
学
、
２
年
後
再
度

逆
戻
り
で
、
出
生
し
て
か
ら
１５

回
の
引
っ
越
し
を
す
る
羽
目
と

な
っ
た
。
わ
が
娘
も
、
浦
添
小

学
校
、
鶴
の
台
小
学
校
、N

or

w
ood E

lem
entary School

と

３
つ
の
小
学
校
に
通
う
こ
と
に

な
る
。

　

平
成
５
年
に
行
先
を
考
え
、

開
業
を
決
意
し
た
。
現
在
は「
わ

が
人
生
に
悔
い
は
な
し
」
と
い

う
心
境
で
あ
る
。
現
在
の
趣
味

は
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
。

沖
縄
時
代
に
は
ま
り
、
年
２
～

３
回
は
「
合
宿
生
活
」
を
送
っ

て
い
る
。
一
時
期
、
慢
性
副
鼻

腔
炎
に
悩
ま
さ
れ
、
午
後
の
診

療
終
了
を
７
時
か
ら
５
時
に
繰

り
上
げ
た
。
苦
労
し
た
が
よ
う

や
く
快
復
に
向
か
い
つ
つ
あ

る
。
こ
の
闘
病
記
は
改
め
て
寄

稿
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
原
稿

を
終
わ
り
た
い
。
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わ
が
人
生
を
振
り
返
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わ
が
人
生
を
振
り
返
る


